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金属材料研究所が共同利用研究所に生れ変って を図ることにした。さらに上記二つの研究施設に
から,ほぼ¥年が過ぎた。改組が官報に告示され 加えて,r新素材開発施設」が新設されたが,これ
たのは5月2/日であるが,この日は本所の前身で は新しい物質の創成,材質の制御,および機能の
ある鉄鋼研究所が19り9年(大正8年)に,我が国 評価 ・解析を原子レベルで行なうことを目的とす
における最初の大学付置研究所として創立された るもので,これからの金研の共同研究のセンター
日に当たり,偶然とはいえ,金研の再発足にふさ となるものと期待される。また,「材料試験炉利用
わしい記念日となった。「鉄鋼その他金属および合 施設」には,アクチノイド元素実験装置の建設計
金に関する学理および応用の研究」という従来の 画が認められ,ホットラボ建屋が2年後の完成を
設置目的を 「材料科学に関する学理および応用の 目指して着工され,アクチノイド化合物の物理 ・
研究」となり,金属材料だけでなくその周辺の材 化学の研究の舞台が作られようとしている。
料全般を研究対象とすることがあらためて明示さ 本所の共同研究は,国公私立大学および国立研
れた。それに関連して研究所の名称の変更も真剣 究機関に所属する研究者を主な対象とするもので
に議論されたが,結局英語名のみを別記のように あるが,実験装置の単なる利用ではなく,共通の
改めることに落ち着いた。 テーマに対して協力し,共同で研究目標を達成す
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る方式を原則とする。金研の創立当初は,全 国の 報告される予定である。
国立(旧帝国)大学に開かれた研究機関であった。 共同利用研としての金研に課せられている大切
/922年(大正M年)に 鉄鋼研究所から金属材料研 な責務は,材 料科学分野の次代を担う若手研究者
究所へ改組 ・改称さRた 折の官制(勅令第36/号)の 育成である。現在は,大 学院学生の教育という
によれば,東 北(帝 国)大 学に限らす,他 の帝国 形でこれを行なっているが,そ れだけで十分とは
大学の教授 ・助教授がそのまま金研所員となって 言えない。基礎科学の振興に大学院の充実を望む
研究に参加 した(ただし,助 手は専任であった)。 声は各方面に多いが,金 研でも新 しい大学院の在
そのような趣旨は現在でも生か し得るものであ り方,若 手研究者育成の方法について活発な議論
る。今年度新設された客員研究部門3の うち二つ を行なっている。
は,他 の国公私立大学の教官を迎えるもので,ま 幾多の優れた人材を生み,輝 かしい歴史を刻ん
す超伝導関連の分野の野口精一郎教授(豊 橋技科 だ旧一号館(住 友家からの援助により/92/年建
大),松浦民房助教授(名 古屋大)が/0月から着 設)と1日2号館(財 団法人斉藤報恩会からの援助
任された。材料科学の進i展には,学 ・学問や官 ・ により/930年建設)は取り壊さR,そ の跡に7階
学問の協力だけでは不十分であり,国 際的交流お 建の新研究棟が本年3月 に完成 した。/0月2日に 〔
よび産業界との緊密な連けいが是非必要である。 共同研究研への改組と新棟の落成を記念する式典
客員部門の一つは,外 国人を任用するもの(第3と 祝賀会を挙行 したが,その折に多数の方々から,
種)で あり,PnOfessOrJamesRObePtこ れからの金研に対して暖かい励ましと共に厳し
AndersOnが42月から/ケ 年間来所さRる こ い注文や貴重な助言を頂いた。この場を借りて厚
とになっている。産学共同に関しては,創 立者,く 御礼を申しあげると共に,今 後のご指導,ご 鞭
本多光太郎先生以来の優れた実例に習って,新 し 燵をさらにお願いする次第である。
い方策を探っている。その一つは,民 間企業から 新しい建物への/3研究部門の移転も終了し研
の基金による寄付研究部門の制度であり,他 の一 究活動が再開された。また外部からの研究者の来
つは企業の研究者を教授(助 教授)と して迎える 所が増え,い ろいろの分野の方々との相互作用が
客員研究部門(第2種)で あり,そ の設置のため 盛んになった。この時機に発刊さRた 「lMR二
に努力中である。なお産学共同の今後の方向を老 ユース」が,金 研と国内 ・外の共同研究者との問
えるため,「材料研究において,い ま必要な産学共 の掛け橋として,情 報交換や交流の促進に役立つ
同とは(?jというテーマで共同利用研第一回の研 だけでなく,相 互作用の結果として新しい研究の
究会を開いたが,そ の内容は近くこのニュースに 芽が生れる田体となることを切望 している。
(拡散による凝集体(DLA)の壁からのシミュレー ション)
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将来計画委員長 仁 科 雄一郎
金属材料研究所は,本年5月2り日付で共同利用 い管理運営組織の出来たことである。次頁の機構
型の材料研究所に改組された。固体物性,固体化 図にもあるように,共同研究又は実験設備の所外
学,金属工学,原子炉材料,放射化学,分析化学 研究者による利用は,つ研究部,2)茨城県大洗町
などの多分野に亘る材料研究所が,全国共同利用 にある材料試験炉利用施設,3)超電導材料開発施
型に組識転喚を行なった前例はなく,このような 設,そして4)新素材開発施設(今年度より発足。
専門分野での研究所の在り方を考える上にも,一 現在設備等整備中)において行なわれることにな
つの試金石となることが予想される。ここでは,る 。これらの研究組織には,各々共同利用の研究
本所の改組の趣旨と現況について簡単に述べた 課題採択に関わる採択専門委員会があり,所内の
い。 研究代表者数名の他,所外の学識経験者を含む合
計十数名の委員がその業務を担当する。
共同研究の課題は原則として年一回の公募によ
1)何故全国共同利用型である必要があるのか?っ て集められ,上記委員会において原案が作成さ
れる。又共同研究に付随して開催される研究会は,
現今の先端技術を支える素材についての基礎並 予算には認められていないので,所内において公
びに応用研究には既存の専門分野の境界を越えた 募した提案を共同研究委員会で協議の上,決定す
学際的な発想と,各分野の研究手段の総合的な利 ることになっている。以上のような方式で今年は
用が要求される。半導体や磁性体の新しい化合物 改組による遅れもあったが,所内職員を通じて公
の合成とこれによるヘテロ超格子や多層膜の作 募を行なった処,/)材料試験炉施設3/件,2)超電
成,高温超伝導体,ファインセラミックス,新素 導体材料施設97件,3)研究部 り69件の共同研究と
材のファイバー合成,表面の物理と化学,超微粒 これに関連のある短期研究討議の会合17件が各
子など,どれをとってもこの研究組織上の課題を 共同利用委員会および本所教授会によって認めら
抱えている。従って当研究所で行なわれている研 れ,現在実施中である。
究内容を基盤として,広く内外の研究者を招へい このような共同研究の実施に際して,当初から
し,性能の優れた実験設備を多角的な手法で利用 予想されたことは,申請手続,旅費配当などの事
出来るような研究環境を整備することが望まし 務量の彪大な増加である。現在共同利用掛は掛長
い。一方,国の予算には限度があり,そのような を含め二名の職員しか居ない。この為事務手続き
予算の計上を一国立大学の付置研究所に許す為に の簡素化と電算化,旅費等諸経費の銀行振込みな
は,それ相当の理由が必要である。そこで生れて どによる支払方式を用いているので仙台圏外より
来たのが全国共同利用型研究所の提案である。 の研究者には宜敷く御理解を賜りたい。
もう一つ異なる形式の共同研究が発足したこと
にも言及する必要がある。それは客員研究員制度
2)何が変ったのか?の 発足である。本所では研究部をa)物質創製,b)
材料設計,c)材料プロセス ・評価,d)材料物性
改組によって研究の実体が急に変ったというこ の4研究グループに分け各グループにISつつの
とはない。しかし,研究所の全ゆる職域の人々が 客員研究員を招へいすることを計画している。今
程度の差こそあれ 「忙しくなったJことは確かで 年度はそのうち3名の客員研究員の枠(国内2名,
あろう。それは研究内容の多様化にもよるが,も 国外1名)が認められ,野ロ精一郎教授(豊橋技
っと大きな変化は,共同研究受入れのための新し 術科学大)松浦民房助教授(名古屋大 ・理学部)
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が10月着任された。又この12月中旬には国外よ3)共 同研究はどうしたら出来るのか?
りの客員研究員として,J.R.AndersOn教授(米
国メリーランド大学物理学科)が着任される予定 さて実際問題として本所の研究者と共同研究を
である。客員研究員制度の効用については,今更 したいと考えておられる方はどうすればよいの
言を倹たないが主客双方の研究者,院生の研究生 か(P一番手っ取り早い方法は,共同研究をした
活に少なからぬ刺戟と新しい発想を与えるものと いと思われる本所の研究室又は施設の責任者に電
期待される。また,所内には常時欧米諸国並びに 話等で相談なさることであろう。申込手続きにつ
アジア諸国よりの研究員,留学生が居るので,英 いてはこのニュースの次頁を御覧下さい。なお,
語によるゼミナール,討論会というのも次第に日 この公募の概要は,日本物理学会誌,応用物理,
常化して行くのではあるまいか?日 本金属学会誌,化学と工業などの12月号にも掲
載の予定である。その他諸大学の関連分野の部局
長,国立研究機関の長にも直接/2月/0日頃発送
する予定である。
葉i國i鋼蓮 匿閣嚢 妻建 鑛 肇纏覇i図
常 運 営 委 員 会 研究部 研究部
置 専
委 共同利 用委員会 門 採 択専門委 員会
員 委　 ロzsl貝
所長 金研教授会 会臨 部門性格決定委員会
時 一 一
言人事委員会 鍵 醒 惣羅 嵩糠 鋼 難 馨
運 営 協 議 会 会 各 種 委 員 会 委新 素材開発施 設 員
共 同利用委 員会 会
材料誠験炉利用施設 専 材料試験炉利用施設
共 同研究委 員会 共同利用 委員会 門 採択 専門委員 会奢
果互
超電導材料開発施設
1:駕鷺1婁鐸轄藁
共 同利 用 委 員会 果瓜 超電導材料開発施設
採 択 専 門 委 員 会
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全国共同利用研究所への改組に伴ない,研 究部 申請期限:/988年り月末日(厳 守)
各研究室と外部の研究者との共同研究を積極的に 申 込 先:〒980仙台市片平2一 り一/
推進することになりました。昭和62年度は時間的 東北大学金属材料研究所共同利用掛
制約があったため内部の研究者が外部の研究者に 電話022-227-6200内線2677
働きかける形の共同研究のみに限られましたが,研 究課題の採否 二り988年3月下旬通知の予定
昭和63年度からは逆の形の共同研究も行われる 研究報告:共 同研究終了後実施報告書を提出 し
ようにその課題 を広 く公募することになりま し ていただきます。
た。その要領は下記の通りです。 宿泊施設:各 自手配 して下さい。
公募事項:研 究部各研究室との共同研究 そ の 他:大 学院学生は学生教育研究災害保険
(1988年4月～/989年3月)に 加入のこと。
申込資格:国 ・公 ・私立大学及び国立研究機関 上記の研究課題の採否は研究部共同利用委員会
の教官・研究者及びこれに準する者。 および採択専門委員会で査定し,本所教授会で決
申込方法:所 定の申請書類を提出 していただき 定します。現在の採択専門委員会は本所教官6名,
ますが,必 す事 前に共同研究を希望 本学他部局教官3名,他 大学教官2名,合 計//名
する本所の教官と相談して下さい。 の委員で構成されています。
申請書類は関係する大学などに送付 なお,従 来より行われていた付属材料試験炉利
してありますが,本 所共同利用掛に 用施設及び付属超電導材料開発施設の共同利用公
請求されればお送りします。 募は別途に行われます。
客員研究部門教授(併任)て 下さいと袋井先生にお願いし・幸いに許されて
豊橋技術科学大学教授 暫く金研に滞在して研究させていただいた。袋井,
野 。 精一 郎 神田両研究室のあっ腱 物もヘリウム液化室も今は取壊されてしま
ったが,金 研構内を歩くと当時
/987年度に金研は共同利用研究所に改組し,時 を思出させる断片がいたるところに残っている。
を同じくして新 しい研究棟が完成した。近代的な30年 余りも昔のことになるが,今は研究所の部
研究棟の中の517号室(内線2923)の初めての住 門数も多くなり,学 問の進歩も著しく,実 験装置
人となる光栄に浴したことを平林所長はじめ関係 も昔臼の比ではない。
者各位に御礼もうしあげる。 この度の共同研究では,今 では古典的となって
新研究棟のホールに赤煉瓦の「日/号館の/部 を しまった合金超伝導体の超伝導特性と構造不安定
レリーフにして残 してあるのを発見した。 性の問題について調べてみたいと思っている。幸
金研の伝統が脈々として受継がれている象徴の い,構 造解析についてすばらしい実績をあげてい
ように思えて,大 変懐かしく思った。それという る平林研究室が同じような問題を手掛けているの
のも,赤 煉瓦の研究棟で現在は長老の先生方が未 で,滞 在中にいろいろと教え頂くことが出来ると
だ助手で働いておられた頃,私 も東工大をでて都 期待 している。
立大の助手になって間もない時で,金 研に日本で 共同利用研究所に脱皮し,新たな発展が期待さ
初めてのヘリウム液化機が輸入された。今は珍ら れるときにあたり,私 にとっては2度 目の滞在を
しくもないが,当 時は低温の実験が出来るのは日 許されたことを十分に生かして成果を上げたいも
本中で金研だけであった。私も液体ヘリウム温度 のと思っている。
における合金の性質に関心をもって,実 験をさせ よろしくお願い申し上げます。
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62.11/12現在
番号 研 究 会 課 題 名 貢 任 者 名 実 施 期 間 提 案 者
1中 性子回折 の材料研 究への応用 平林 真62.9.24～62.9.252日間 山口泰男
2結 晶欠陥制御 への要求,現 状および技術開発へ の糸 口(1)福 田 承生62.9.28～62.9.292日間 福田承生
3超 高圧電子顕微鏡 の現状と将来像 平林 真62.9.29～62.9.302日間 平林,藤 田,井 村
4材 料研究 において,い ま必要な産学協同 とは何 か(P鈴 木 謙爾62./0.2/日 間 鈴木謙爾
5イ オン ビーム技術 の材料研究への応用 山口 貞衛62.M.16～62.11.172日間U」[]貞衛
6光 ・電子 で固体表 面の何が分かるか 広川吉之助62.11.481日 間 広川吉之助
7金 属間化合 物 和泉 修62.12.7～62./2.82日間 和泉 修,花 田修 治
8核 融合炉材 料に関する重照射効果研究会 茅野 秀夫62.12.8～62.12.92日間 茅野秀夫
9CVD共 同研 究討論会 平井 敏雄62./2.8～62./2.92日間 平井敏雄
10高 温超伝 導物質の結晶成長 小松 啓62.12.8～62.12.92日間 小松 啓
1/破 壊 の原 子論 木村 宏62.12.10～62.12.1/2日間 木村 宏
12ク ラ スタ ーの物理と化学 仁科雄一郎62.12.21～62.12.222日間{=科 雄一郎
13ラ ンダ ∠」凝縮系の構造と物性 鈴木 謙 爾63./.6～63.1.83日 間 鈴木謙爾
14希 土 類鉄族合金磁性材料の基礎 中川 康 昭63,1A1～63.1.122日間 〔‡〕川,藤 森,山 本
15遷 移金 属化合物の高圧力下物性 神垣 知 夫63.1.18～63.1A92日間 金子 武次郎
16結 晶欠陥制御への要求,現 状 および技 術開発への糸 口(II)福 田 承 生63.1.221日 間 福田承生
17ア モルファス材料の最近 の話題 増本 健63.2.1～63.2.22日 間 増本,鈴 木,藤 森他
18定 常強磁場を用いた材料 開発 と物 性研 究 武藤 芳 雄63.3.10～63.3.1/2日間 能登宏七,小 林典男
研究会 に関す る問合 せは 共同利用掛(内 線2677)へ
N
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